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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 7月 20日 (2005.7.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 又 、 上 記 基 板 ３ ０ に 、 上 記 荷 重 検 出 回 路 ３ ２ の 荷 重 変 換 回 路 部 分 と 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ３
と 、 メ モ リ ３ ４ と 、 変 調 復 調 回 路 ３ ５ と 、 整 流 回 路 ５ ３ （ 図 ６ ） と を 組 み 込 ん で い る 。 こ
の う ち の Ａ ／ Ｄ 変 換 器 は 、 上 記 荷 重 検 出 回 路 か ら 送 り 込 ま れ た 、 荷 重 の 検 出 値 を
表 す ア ナ ロ グ 信 号 を 、 デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 機 能 を 有 す る 。 又 、 上 記 メ モ リ ３ ４ は 、 こ
の デ ジ タ ル 信 号 を 記 録 す る と 共 に 、 後 述 す る 外 部 入 出 力 装 置 １ ７ か ら 送 り 込 ま れ た デ ー タ
を 記 録 す る 機 能 を 有 す る 。 又 、 上 記 変 調 復 調 回 路 ３ ５ は 、 上 記 メ モ リ ３ ４ か ら 読 み 出 さ れ
た デ ジ タ ル 信 号 を 周 波 数 信 号 （ 変 調 信 号 ） に 変 換 し た 後 、 こ の 変 調 信 号 と 搬 送 波 と を 合 成
し て 被 変 調 波 と す る 機 能 、 前 記 第 一 コ イ ル ３ １ と 後 述 す る 第 二 コ イ ル ３ ６ と を 通 じ て 送
ら れ た 被 変 調 波 か ら 周 波 数 信 号 （ 変 調 信 号 ） を 取 り 出 す 機 能 と を 有 す る 。 又 、 上 記 第 一 コ
イ ル ３ １ は 、 上 記 変 調 復 調 回 路 ３ ５ で 合 成 さ れ た 被 変 調 波 を 、 後 述 す る 第 二 コ イ ル ３ ６ に
向 け 発 信 自 在 と し て い る 。 又 、 上 記 整 流 回 路 ５ ３ は 、 こ の 第 二 コ イ ル ３ ６ に よ り 上 記 第 一
コ イ ル ３ １ に 惹 起 さ れ た 交 流 電 圧 を 、 直 流 に 変 換 す る 機 能 を 有 す る 。 こ の 様 に し て 直 流 に
変 換 さ れ た 電 力 が 、 上 記 荷 重 検 出 回 路 ３ ２ と Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ３ と 、 メ モ リ ３ ４ と 、 変 調 復
調 回 路 ３ ５ と に 供 給 さ れ る 。 尚 、 本 例 の 場 合 に は 、 上 記 第 一 コ イ ル ３ １ と 、 上 記 変 調 復 調
回 路 ３ ５ と が 、 請 求 項 に 記 載 し た 送 信 装 置 を 構 成 す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更

３ ３ ３ ２

と



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 又 、 上 記 ハ ウ ジ ン グ ３ の 外 部 に は 、 受 信 装 置 ６ ６ と 圧 延 機 運 転 制 御 装 置 ５ ７ と を 設 け て
い る 。 こ の う ち の 受 信 装 置 ６ ６ は 、 第 二 ア ン テ ナ ６ ７ と 、 復 調 回 路 ５ ２ （ 図 ９ 参 照 ） と 、
イ ン タ ー フ ェ イ ス 部 ５ ０ （ 図 ９ 参 照 ） と を 備 え る 。 こ の う ち の 第 二 ア ン テ ナ ６ ７ は 、 上 記
第 一 ア ン テ ナ ６ ５ に よ り 送 信 し た 、 歪 み の 検 出 値 （ 平 均 値 ） を 表 す 無 線 信 号 を 受 信 す る 機
能 を 有 す る 。 又 、 上 記 復 調 回 路 ５ ２ と 上 記 圧 延 機 運 転 制 御 装 置 ５ ７ と は 、 上 記 イ ン タ ー フ
ェ イ ス 部 ５ ０ を 介 し て 接 続 し て い る 。 こ の う ち の ５ ７ は 、 電 源 を Ｏ Ｎ
し た 瞬 間 か ら 、 上 記 各 セ ン サ 装 置 １ ６ 、 １ ６ か ら 上 記 第 一 、 第 二 ア ン テ ナ ６ ５ 、 ６ ７ を 介
し て 送 ら れ た 信 号 が 表 す 歪 み の 検 出 値 を 、 前 記 複 列 円 す い こ ろ 軸 受 ６ ２ に 軸 方 向 に 加 わ っ
た 荷 重 に 、 常 時 変 換 す る 機 能 を 有 す る 。 更 に 、 上 記 ５ ７ は 、 こ の 変 換
し た 荷 重 に 応 じ て 、 前 記 圧 延 ロ ー ル １ の 軸 方 向 に 加 わ る 荷 重 を 調 節 す る 機 能 を 有 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 述 の 様 に 構 成 す る 本 例 の 場 合 に は 、 各 支 持 部 材 ２ ４ 、 ２ ４ に 支 持 し た セ ン サ 装 置 １ ６
、 １ ６ に 接 続 し た 、 上 記 ハ ウ ジ ン グ ３ の 内 部 に 挿 通 し た ハ ー ネ ス ６ ４ 、 ６ ４ の 端 部 を 、 こ
の ハ ウ ジ ン グ ３ の 外 部 に 固 定 し た 第 一 ア ン テ ナ ６ ５ に 接 続 し て い る 。 こ の 為 、 本 例 の 場 合
に は 、 上 述 し た 各 例 の 場 合 よ り は 、 ６ ２ や 、 圧 延 ロ ー ル １ の 交 換 作 業
が 面 倒 に な る 。 又 、 上 記 ハ ウ ジ ン グ ３ に 対 し 上 記 各 支 持 部 材 ２ ４ 、 ２ ４ が 、 万 が 一 、 回 転
し た 場 合 に は 、 上 記 ハ ー ネ ス ６ ４ 、 ６ ４ が 断 線 す る 可 能 性 が あ る 。 但 し 、 本 例 の 場 合 に は
、 上 記 各 セ ン サ 装 置 １ ６ 、 １ ６ か ら 歪 み を 表 す 信 号 を 取 り 出 し て 受 信 装 置 ６ ６ に 送 る 為 に
、 第 一 、 第 二 両 ア ン テ ナ ６ ５ 、 ６ ７ 間 で 無 線 通 信 を 行 な っ て い る 。 こ の 為 、 上 記 各 支 持 部
材 ２ ４ 、 ２ ４ に 支 持 し た セ ン サ 装 置 １ ６ 、 １ ６ と こ の 受 信 装 置 ６ ６ と を 、 長 い ハ ー ネ ス に
よ り 接 続 せ ず に 済 む 。 こ の 為 、 こ れ ら セ ン サ 装 置 １ ６ 、 １ ６ と 外 部 の 装 置 と を 長 い ハ ー ネ
ス に よ り 接 続 す る 従 来 構 造 の 場 合 に 比 べ れ ば 、 上 記 交 換 作 業 を 容 易 に 行 な え る 。
　 そ の 他 の 構 成 及 び 作 用 に 就 い て は 、 上 述 の 図 ９ に 示 し た 第 ２ 例 の 場 合 と 同 様 で あ る 為 、
重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。
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